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名称: 北海道大学学術成果コレクション

愛称: HUSCAP（ハスカップ）
Hokkaido University Collection of 
Scholarly and Academic Papers

参考：ハスカップの実
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https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/



HUSCAPの目的

北海道大学の研究者の学術論文、学会発表資料、教育資料、
学位論文、研究データ等を

電子的に保存して、インターネット上で公開すること

⇒ オープンアクセス化

→ 著作の保存・後世への継承

→ 可視性向上、利活用の促進
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HUSCAPの歩み

2004年 機関リポジトリ構築検討開始

2005年7月 試行運用（学外公開）開始

2006年4月 正式運用開始

2007年11月 運営方針裁定

2020年6月 オープンアクセス方針策定

2021年4月 公開細則等の改訂（研究データ対応）

2024年8月 世界リポジトリランキング89位（国内3位）

（スペイン科学研究高等評議会（CSIC）集計による）
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北海道大学オープンアクセス方針

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/oa-policy.jsp
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北海道大学オープンアクセス方針について

2. 本学は、出版社、学協会、学内部局等が発行する学術雑誌等に掲載さ
れた、本学に在籍する職員による研究成果を可能な限り、広く無償で
公開する。

→ 原則、オープンアクセス化する

3. 研究成果は、以下のいずれかの方法によって公開する。

（１）HUSCAPに登録する。

（２）オープンアクセスジャーナルに掲載する。・・・

→ HUSCAPへの登録は、オープンアクセス化の方法の一つ

→ 公開方法は、HUSCAP以外でも可能
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収録文献数: 77,448件

累積ダウンロード数: 116,408,973件

（年間ダウンロード数: 約900万件）（最近5年間）
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(2024年3月現在）
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HUSCAPはどんなリポジトリ？ その2

全収録文献の種類別内訳
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全収録文献の言語別内訳

紀要論文
45%

雑誌論文等
30%

学位論文 9%

学位論文（要旨等）7%

紀要(その他) 3%

会議録 2% その他 4%

日本語
50%英語

49%

その他 1%

※ 2025年2月時点
※ 紀要のなかには、文献データベース（Web of Science）の収録対象になっているものがある



HUSCAPはどんなリポジトリ？ その3

年間収録文献種類別
内訳：

・雑誌論文 51%

・学位論文 28%

・紀要 18%

（2022年度）

年間収録件数： 平均約3,400件
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研究データについて 10

• 研究データは、研究者からの申し出に
基づいて収録している。

• 2021年4月に論文などと同様に通常の
収録作業の対象とするよう公開細則を
改正。

• 研究データの収録・公開は、個別に行う
方法と、論文に付属して行う方法とが
ある。データの性質により適切な収録・
公開ができるよう相談対応を行っている。

• 累積収録数： 30件 （個別収録）
（2024年3月現在）
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 機関リポジトリシステムの再構築・機能強化

－ パッケージの導入

－ 登録作業支援機能・外部データベースとの連携機能強化

→ 登録論文の増加に対応

 サーバ・ストレージの増強

－ ストレージを100TBに増強

→ 研究データ等の増加に対応

→ 令和7年度中に運用開始予定

※文部科学省「オープンアクセス加速化事業」（令和5年度補正予算）により実施

11即時オープンアクセス化へ向けて


